
軸がx＝－1であることから，
②をみたせば必ずy＝f(x)は
x軸と2点で交わるので，

この場合は①を調べなくても
よいことになります。

面積を求めるときは立式(☆)の根拠として
グラフをかくようにしましょう。

上図のようなグラフになり，
面積は斜線部となります。

－1＋        のまま
計算していくと
式が煩雑になり
ミスもしやすくな
ります。

行き詰ってしまったようですね。ここはa＝－1＋　　　とおいてのαのまま積分計算をします。
増減を調べる際の微分もαのまま計算しましょう。

〈合格への一手〉

扱う式が複雑なときには，文字の有用性を最大限に利用したいところです。
本問のように方程式の解が分数や無理数になる場合のほか，単純に式が長い場合にも，時間短縮には有効です。
“できるだけシンプルな形で処理する”という観点を身につけておきましょう。

8

7

+5

+2

…①

…②

…③

1－a

ここは2です

符号は慎重に。

- +

1－a

☆

x

y

-1 0 α 1


